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平成7年度上半期財政状況公表

一般会計支出 15億9363

万円
平

成
七
年

四
月

一
日
か

ら
九

月
三

丿
日

ま
で

の
国
見

町
上
半

期
財

政
状

況
を

お
知

ら
せ
し

ま
す

。

一
般
会

計
で

は
、
予

算
総
額

四
十

五
億

叫
千
ａ

四

十
万
一

千
円

に
対

し
、

収

入
済
額

が

二
十
一
二
億

七
千

ご
。百
Ｉ

ト

五
万

二
千
円

、
支
出

済
額

が

十
五

は
九
千

二
百
六

十

三
万
円

、
収
入

率

は
五

二
・
三
％

、
執

行
率

は
三

五
・

。
％

と
な
り

ま
し

た
。

一

般
会
計

歳
人
予

算
の

う
ち

、
町

殴

収
人

は

。
町
民
税

の
収

人
率

か
四

六
・

訌
。’、
固
定

資
産
税
の
収
人
率
か

じ

。う

Ｉ
・
。
で
、
軽

自
動
車
脱
や
た
ば

こ
税

な

ど
を
合
わ
せ

た
収
入
済

額

は
、

五
億

二
千

五
百

八
十
五

万
二

千
円
で

す

。符
別
会

計
の
う

ち
国

民
健

康

保
険

特
別
会

計
に
つ

い
て

は
、

収
人
済

額

が
三
億

一
千

八
百
三

丿
六

万
七
１

円

で

収
入

率
四

．ｈ

こ

。％

、

支
出
済

額

が
二
位

六
千

四
百
匕

十
三

万
円

で
執

行
率

三
七

・
六
％

。
ま

た
、
老

人

保

健
特

別
会
計

は
、

収
人
済

額

が
三
億

四
千

八
百

三
万

七
千

川

で
四

七
・

。『一

％

、
支
川

済
額

か
三
位

三
千

じ
白
五

十

九
万
三
千

円
で

四
Ｋ

・
九
％

で
す

。

地
方
債

、
水

道
事
業

会
計

な

ど
の

財

政
状
況

は
、

次
の

と
お

り
で
す

。

な

お
、
詳
し

く
知

り

た
い
場
合

は

。

総
務
課

へ

お
い
で
く

だ
さ

い
。
ど
な

た
で
し

閲
覧

す
る
こ

と

か
で
き

ま
す

。

【一　　 般　　 会　　 計】

C歳 人）

抖　　　　 Ｈ 予算額阡 円）収人済額4刊ID 収人率(％)

町　　　　　　 税 8 .077 525.852 61.1

地　 力　 擯　り,　悦 3.496 32.5 26.4

軻　f一割 交 付 金 36,000 9､117 25.3

ゴルフ場利川咬交付金 13,100 3.5 圏 27.4

特別地方消費脱交付金 ｜
－

自 動申取叫税交付ｔ 46.8 04 37.4

地　 方　文　 付　税
2.  圓 7.5 ま!） 1.523.681 75.9

交通安全対漿特別交付金 l. 9 圓 I.  3 60.7

分 旭 金 及 び 負担 金 34 . 4
.962

52.1

使 用科 及 び 手 数簡 45.232 26. 57.5

国　 嘩　 支　出　 金 i76.422 36,201 加.5

県　 支　 出　 金 236 引 .118 .3

財　 鷹　 収　 人 8. 加 2 5.9 72.6

寄　　　 附　　　 金 3 ﾒ 期 ) 3. ⅱ 0.0

繰　　　 人　　　 金 引 6. 6 - －

繰　　　 越　　　 金 72.793 72.793  ーOO. 0

諸　　　 収　　　 人 ｰ .936 66.762 引 . 5

町　　　　　　 価 443. 繝 －

合　　　　 計 4､54L4 2､373.552 52.3

く歳 出）

科　　　　11 予算額(干川 支出済(  刊 引似行布(％)

球　　　 会　　　９ 28 靆 80
.
 5 幻 46 ､ ?

総　　　 楕　　　費 762.666 260.896 . 2

民　　　 生　　　 費 4  ｺ 7.057 43 ｺ

斯　　　 生　　　 費 7】7.246 332.548 46.4

雁 林 水 産 裏 費 3 .967  ー. 5 囲 . 5

商　　　ｔ　　　 費 109.6 】 0 22.4 例 加.4

ｔ　　　 木　　　 費 535.557 ⅱ 5.5 32.8

消　　　 防　　　 賢 ｰ .398 107.301 57.0

敏　　　 育　　　 費 745.459 4 . 引 8 23.4

災　 害　 復　旧　慨 ２ － -

公　　　腆　　　 費 555.525 ﾛ 3.3 3L2

余　 攴　 出　 費 １

ｆ　　　 備　　　費 6.0 圓

合　　　　 計 4.5 引､401 1,593,630 35.1



【町 税等の収入状況】
科　　　 目 予算頡(千円) 収入済額(千円) 収人率(％)

町　　 民　　 椏 339 991 156 835 46 靆
圃 定 資 産 税 450 991 329 506 73 ｺ

軽 自 助 車 梃 15 101 18 292  ー01.6

た　ば　 こ　 梃 52 963 23 3n 44.0

特別土地保有税 L031 908 88.1

国民健康保険咬 254 299 4 . ? 22 49.0

【地 方 債 残 高】
区　　　 分 ９月末残高（千円）

土　　　　 木 493.527
教　　　　 青 1 .035. て

公 営 住　宅 147.519

農　林 土　木 32 ､ 578

商　　　　 工 引 6.670

保 健 体 育 354 . 1

消　　　　 防 59 , 972

衛　　　　 生 24Lm8

総　　　　 務 2.204.357

災　害 後　旧 5.063

そ　　の　 他 62.457

合　　　 計 4.953.139

【特　　 別　　 会　　 計】

会　　計　　名 �予 算 額（千円） �収入済額（千円） �収入率（％） �支出済額（千円） �献行清胡（％）

国民健康傑険特別会計 �704  .764 � 引 8.367 �45.2 �264 ，730 �37.6

老 人 保 健 特 別 会 計 �735.  日 5 �348.037 �47.3 �337  ､ 593 �4  5.9

渇水対策施設特別会計 �.  6 �5.623 �45.9 �8.443 �.  9

貝田簡易水道特別会針 �9.270 �4  .951 �53.4 �2  . 252 �24  . 3

宵 英 事 業 持 別 会 針 �4.775 �2.  ⅱ 6 �44  . 3 �1  .827 �38.3

入山財 産区特 別会計 � 円 . 4 �6.  浦 7 �33.4 �3.427 �17.6

藤 田財産区 特別 会計 �287 �Z98 �93.8 �63 �22.0

大木戸財産区特別会計 �179 �171 �95.5 �84 �46.9

石母田財産区特別会計 �804 �115 �14.3 �111 �.8

公共下 水道 特別会計 �252.  国 6 �62.209 �24  . 7 �.  260 �33.4

土 地 開 発 特 別 会 計 �71, 匐0 �62,090 �87.2 �3.572 � ５．０

【水 道 事 業 会 計】
単位：千円

区　 分 �
収　　　 入 ��攴　　　 出

�予算額 �収入済餌 �予 算 額 �支出済額

収益的収支 �159.861�85  ､ 359�149.771�68,097

資本的収支 �- �- �31  , 763�ll .0



喜
び
新
た
に

国
見
町
表
彰

受貫者のみなさん

平
成
七
年
度
岡
見
町
衣
彰
式
か
＋
1
1

月
二
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
冨
永
町
畏
か
「
今
日
の

受
賞
者
の
み
な
さ
ん
は
。
閥
見
町
の

名
を
高
め
、
あ
る
い
は
行
政
の
推
進

に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
方
々
で
す
。

心
か
ら
感
謝
し
ま
す
』
と
式
辞
を
述

べ
た
後
。
特
別
功
労
表
彰
二
名
、
功

労
表
彰
六
名
。
善
行
表
彰
一
名
そ
し

て
栄
誉
顕
彰
二
名
の
十
一
名
の
が
々

に
表
彰
状
と
記
念
品
を
附
・り
、
長
年

の
ご
労
苦
に
感
謝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
安

藤
通
弘
県
北
地
方
振
興
局
長
と
占
田

町
議
会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
閉
式

し
ま
し
た
。、

こ
の
表
彰
は
、
国
見
町
表
彰
条
例

に
从
づ
き
、
町
政
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
。
町
民
の
陵
範
と
な
る
行
乃
か
あ

つ
た
方
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
、

■
特
別
功
労
表
彰

斎
藤
　

太
助

氏
（
7
2
）
《
林
業

振
興

）

藤
田
財
産
区
管
理
ｌ
員
を
昭
和
3
8

乍
か
ら
平
成
７
年
８
月
ま
で
務
め

る
。
ま
た
、
昭
和
6
0年
か
ら
現
在

ま
で
町
東
町
内
会
妊
、
傴
成
７
年

４
月
か
ら
国
兄
町
選
挙
管
理
委
口

会
委
員
妊
も
兼
ね
る
。

朽
木
　

渉
氏
（
6
5
）
へ
保

健
医

療
）

公
立
藤
田
総
合
病
院
長
．

昭
和
4
4年
４
月
闘
病
院
勤
務
（
肖

腸
科
長
て
．
同
翦
年
、
成
人
病
竹

理
部
長
．
同
4
9叫
、
副
院
長
．
平

成
６
年
1
0月
か
ら
院
長
．

■
功
労
表
彰

秦
　

玖

次
氏

冊

ｙ

‐’納
税

）

昭
和
5
9年
４
月
か
ら
現
在
ま
で
納

脱
貯
蓄
組
介
長
。

佐
久

間

碾

氏
（
6
1
）
へ’社
食

福
祉
い・

昭

和
5
5
年

１９一
刀

か
ら

現
在

ま
で
民

生

（
児
童

）
委

員
。

簗
瀬

貞
子
さ
人
心

）｛
社
会
福
鞦

．、

昭
和
5
5年
1
2月
か
ら
現
在
ま
で
民

生
（
児
敬
）
委
員
。

佐

久

問

ｔ

雉

氏
（
6
5
）
｛

社

会

福

祉

．一一

昭
和
5
5年
４
月
か
ら
現
在
ま
で
国

氏
年
金
組（
口
長
。

実

沢
　

豊
秋
氏
（
5
4
）

六吐
会

福
祉
‐‐ｙ

昭
和
5
6年
４
月
か
ら
現
在
ま
で
国

民
年
血
組
合
鍵
。

忙
匹
蘓

徳
一
郎
氏
元

匸
罧

業
振
熈
・

昭
和
９
年
８
月
か
ら
平
成
７
年
８

月
ま
で
藤
川
財
産
区
管
理
委
貝

■
善
行
表
彰

八
巻
石
材
工
築
株
式
会
杜

代
衣
取
締
役
　
八
巻

伸
広
氏

国
見
町
観
月
台
公
園
整
伽
資
金
と

し
て
三
〇
〇
万
円
を
寄
付
．

■
栄
誉
顕
彰

増
Ⅲ
　

幸
治

氏
（
7
3
）
（

文
化
芸

能
》

歌
謡
曲

】
異
国
の
丘
一

を
作
詞
し
、

本
町
の
名
を
知
ら
し
め
た
。

齊
藤
　

珪

也
氏
｛
2
6
｝
（
ス

ポ
ー
ツ

）

「
ふ
く
し
ま
国
体
秋
季
人
会
山
岳

晩
技
成
乍
男
子
の
部
」
に
出
場
し
、

総
合
優
勝
。

秋
の
叙
勲
と
教
育
功
労
賞

叙
勲
受
章
は
本
宿
　
尚
さ
ん
ら
３
名

教
育
功
労
は
佐
藤
利
雄
さ
ん

陝
の
叙
勲
受
章
か
発
表
さ
れ
、
本

宿
尚
さ
ん
。
仲
野
川
一
郎
さ
ん
、
藤

田
勝
衛
さ
ん
の
三
人
か
受
章
。
本
宿

さ
ん
は
、
公
立
藤
田
総
合
病
院
長
と

し
て
地
城
医
瞭
の
発
展
に
尽
く
さ
れ

た
こ
と
か
認
め
ら
れ
勲
四
等
旭
日
小

綬
章
、
仲
野
さ
ん
は
、
消
防
団
分
団

長
と

し
て

活
助

さ
れ

た
こ

と
か
認

め

ら

れ
勲
六

等
瑞
宝

駄

。
藤
。田
さ
ん

は
、

農
林

事
務

官
と

し
て

食
糧

の
安
定

供

給

に
務

め
た
こ

と
か

認
め

ら
れ
て
勲

五
等

双
光

旭
日

章
の
受

章
で

す

。

ま

た
、

佐
藤

さ
ん

は
『

地
方
教

育

行

政
功

労
賞
の

受
賞

で
す

。



国見上野台運動公園
総合運動場落成

落
成
記
念
式
典

罘
成

。ｋ
印

度
か

ら
建
・設
を

進

め
て

き

た
総
（
日
運

動
場

か
完
成

し
、

卜
月

二
十
二

日
、

落
成

記
念
式

典

が
行
わ

れ
ま
し

た

。

式

典

に
先
立

ち

。
‐ど
念

碑
の
除

籬
、

記

念
碵
樹

、
定

礎
八

、
テ

ー
ー
プ

カ

。

卜
な

ど
の
落
成

記
念

セ

レ
モ

ニ
！
が

μ

わ
れ

ま
し

た

記
念

式
典
で

は

、
Ｗ
…
水

町
長

が

。ｆ

ど
ら
か

ら
高
齢

の
み

ま
で

。
継

康

づ
く

り
や

レ

ク
リ
エ

ー
レ

″
ン

の

川

と
し

て
人

い
に

ご
利
Ⅲ

く

だ
＆
乙

‘

と
式
辞

か
‘‐述

べ
、

斎
藤
教

育
災

か
匚

事
経
過

を
一
説

叫
し
ま

し

た
。

こ
の

後
、

感
謝
状

の
贈

呈
と

各
種

衣

彫
を

行

い
ま

し

た
　

感

謝
状

は
川

地

等

を
提
供
し

た

川
卜
名

の
方

々
と

Ｌ

事
関

係
者

に
、
表

彰
状

は
名
称

分

解

蛟
陵

秀
者
や

化

い

］
ば
い
迎
助

に

恥

り
机

ん
だ
凡

鯏
人

卜
瓦
団

体

。
町

民

大
巡

動
会

ポ
ス

タ
ｒ
Ｌ
を

作
成
し

た

一
。一
名

に
そ

れ
ぞ
れ
贈

ら
れ

ま
し

た
、

走
っ
た

笑
っ
た

落
成
記
念
町
民
大
運
動
会

総（
口
運
動

場

が
完

成
し

た
こ
と

を
記

念

し
て

開
か

れ

た
町
民

人
運
動

会

に
は
、

約

．一
千

、卜
白
人

が
な
加
　

八
地

．Ｋ

に
分
か

れ
、

絶
べｎ
糾
点

を
裝

い
へ
い
い
ま

し
た
．

‥作ｔ
た
叶

に

は
、
町
内

小

学
生

の
鼓
笛

隊

行

進
や

県
北
巾

学
皎

吹
灸
楽

部

の
演
奏

も

披

．露
さ

れ
ま

し
た
．



公

共

下

水

道

の

一
部
供
用
開
始
を
前
に

平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
、
一
部
の
地
域
で
、
公
共
下
水

道
の
使
用
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

処
理
区
域
内
の
み
な
さ
ん
に
は
、
一
日
も
早
く
水
洗
ト
イ

レ
の
改
造
や
排
水
設
備
の
工
事
を
進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
下
水
道
に
つ
い
て
今
回

は
、
排
水
般
備
工
事
の
手
続
き
や
下
水
道
の
使
用
に
つ
い
て

お

知
ら
せ
し
ま
す
。

下
水
道
使
用
の

注

意

事

項

公
共
下
水
遭
の
使
用
の
際
は
、
施

投
の
正
常
な
機
能
を
保
つ
た
め
に
、

次
の
こ
と
を
守
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

①
国
見
町
の
下
水
道
は
分
流
式
の
た

め
、
汚
水
だ
け
を
流
す
施
設
で
す

か
ら
、
雨
水
は
流
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

②
ビ
ニ
ー
ル
類
、
布
く
ず
、
固

い
紙

な
ど
水
に
溶
け
な
い
も
の
や
溶
け

に
く

い
も
の
を
流
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

③
台
所
や
浴
室
の
汚
水
排
出
口
に
は
、

ゴ
ミ
除
け
を
取
り
付
け
、
ゴ
ミ
や

野
菜
ク
ズ
を
流
さ
な
い
方
法
を
と

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

④
ト
イ
レ
使
川
時
は
、
必
ず
水
に
溶

け
る
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
・

⑤
悪
質
な
下
水
を
そ
の
ま
ま
流
す
と

罰
せ
ら
れ
ま
す
。

質
の
悪
い
下
水
か
排
水
さ
れ
る
と
、

下
水
管
を
損
傷
し
た
り
。
ガ
ス
が

発
生
し
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
’

ま
た
。
下
水
処
理
場
の
機
能

低
下
に
も
っ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
鉛
や
水
銀
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
な

ど
の
叭
金
属
頬
を
含
む
工
場
俳
水

な
ど
は
処
理
場
で
処
理
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
下
水

道
法
や
町
の
下
水
道
条
例
で
、
水

質
基
準
吭
以
ｈ
の
ド
水
を
流
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
て
い
ま

す
。
基
準
値
以
上
の
下
水
を
流
す

恐
れ
の
あ
る
佃
人
や
事
業
者
な
ど

は
、
事
前
に
『
除
害
施
設
』
を
般

け
る
か
、
必
要
な
措
置
を
行
い
、

基
準
内
の
水
質
の
下
水
に
し
て
か

ら
公
共
下
水
道
へ
流
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

排

水
設
備
工

事
の

手
　

続
　
き

工
事
の
手
続
き
は
、
下
図
の
よ
う

に
み
な
さ
ん
と
町
が
桁
定
し
た
工
事

店
（
排
水
設
備
桁
定
工
事
店
）
と
か

契
約
し
工
事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
排
水
設
備
指
定
工
事

店
は
、
み
な
き
ん
か
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
申
請
有
類
を
は
じ
め
、
手

続
き
に
つ
い
て
代
行
し
。
工
事
も
責

任
施
工
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。ま

た
、
工
事
が
完
了
し
た
後
の
排

水
設
備
は
。
み
な
さ
ん
か
維
持
管
理

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
将
来
。

支
障
か
な
い
よ
う
、
町
の
検
査
を
受

け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

工
事
の
方
法

一
般

家
庭
の

ト
イ

レ

の
水
洗

化
．Ｌ

亊
は
、
比
較
的
容
易
に
で
き
ま
す
。

工
事
に
要
す
る
日
数
は
、
二
日
か
ら

三
日
ぐ
ら
い
か
標
準
で
、
そ
の
う
ち
、

ト
イ
レ
か
使
え
な
い
の
は
半
日
か
ら

一
日
ぐ
ら
い
で
す
。

丁
事
の
施
工
は
、
排
水
管
や
汚
水

マ
ス
の
工
事
。
浴
室
や
台
所
に
ト
ラ

フ
ブ
（
防
奥
装
置
）
を
取
り
付
け
る

工
事
な
ど
か
ら
先
に
始
め
、
排
水
管

殴
殴
が
済
む
と
便
槽
の
し
尿
を
く
み

取
り
、
消
毒
し
砂
で
埋
め
ま
す
。
そ

の
後
、
水
洗
川
の
便
器
や
タ
ン
ク
な

ど
を
取
り
付
け
。
給
水
の
配
管
を
し

て
水
漏
れ
な
ど
の
検
査
を
行
い
、
完

了
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

都
市
整
備
課
　
下
水
道
係

酋
叙
2
1
1
1

内
線
２
６
１

排水設備工事の手順

排水般備設置義務者

(依頼人)

国　見　町
(都市整備 課下水道係)

指　 定　 工　 事　店

水道部 分の工事については

水 道工事指定 店
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ふくしま駅伝
今年も入賞　町の部　６位

福
鳥
県
内
の
・
气
－

八
巾
町
村
か
参

加
し
た
第
七
同
ふ
く
し
ま
駅
仁
か
Ｉ

一
月
卜
九
日
に
行
わ
れ
、
国
見
チ
ー

ム
は
、
町
の
郎
六
位
に
人
賞
し
ま
し

た
。午

前
八
時
に
白
河
総
へ
い
運
動
公
園

を
ス
タ
ー
ト
し
た
選
手
た
ち
は
、
福

鳥
県
り
ま
で
の
十
万
Ｋ
問
、
二

ご
∵

．ｈ
㎞
を
力
い
っ
ぱ
い
走
り
抜
き
ま
し

た
．国

兒
チ
：

ム
は

、
第

．
区
を
を

い

た
八
回

辿
紋
出

場

の
唯
藤

恵

さ
ん
の

区

間
Ｌ

位
を

最
心

に
、
常

に
Ｌ

位
で

タ
ス

キ
か
一
つ
な
ぎ

通
し

ま
し

た
．

総
｀
口
成
績

は
、

５
時

間
６

分
5
4
秒

で
卜

．．．位

、
第

．
．
川
人
会

か

ら
出

場

し
て

い
る

な
か
で

．
最

商
の

成
績
で

Ｌ

た

ＡＩ区1 を 驛　　ｅｉ 手

●６区 佐久間　　勉 涎手
平成７年度

町
政
懇
談
会
始
ま
る

平
成
七
年
度
の
町
政
懇
談
会
か
、

ミ
十
一
日
の
小
坂
地
ぼ
‥
の
町
内
会
を

皮
切
り
に
始
ま
り
ま
し
た
「
。
こ
の
日

は
小
坂
地
区
の
十
町
内
会
の
み
な
さ

ん
約
五
十
名
か
川
席
、
意
見
や
要
望

か
相
次
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
他
の
地
Ｋ

の
懇
談
会
の
日
程
は
次
の
と
お
り
。

・
ト

ー
Ｕ

九
日
（
木
）

人
技
地
区
の
町
内
会

・
ｊ
一
月
ニ
ト
日
（
月
）

大
木
戸
地
区
の
町
内
会

・
十
一
月
二
十
二
口
（
水
）

保
汀
野
地
区
の
町
内
会

一
十
二
月
六
日
（
水
）

藤
田
地
区
の
町
内
会

・
十
二
月
七
日
（
木
）

山
崎
・
石
母
Ⅲ
地
区
の
町
内
会

＊
会
場
は
、
全
地
Ｋ
と
も
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
で
す
『
。



災
害
に
備
え
て
日
頃
の
火
の
用
心

全
国
秋
の
火
災
予
防
運
動

全
国
秋
の
火
災
予
防
運
動
は
、
「
災
害
に
備
え
て
日
頃
の
火
の
用
心
」
を
統
一
標
語
に
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
す

。

こ
の
火
災
予
防
運
動
は
、
防
火
意
識
の
向
上
を
図
り
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
の
発
生
を
防
止

す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

暖

。一切
器
其

等
を

使
用
す

る
時

期
を

迎
え

、
こ

れ
ら
を

安
令

に
使
用

し
、

火
災

を
出

さ
な

い
た

め
に
次
の

こ
と

に
注

意
し
ま

し

ょ
う

。

一
　
火
を
つ
け
た
ま
ま
給
油
し
た
り

持
ち
迷
ば
な
り

二
　
誤
っ
て
ガ
ソ
リ
ン
を
給
油
し
な

三
　
暖
房
器
只
の
周
り
に
は
燃
え
や

す
い
む
の
は
置
か
な
い
。、

四
　
お
出
か
け
や
お
や
す
み
前
に
は

必
ず
火
を
洲
す
。

五
　
換
気
で
き
な
い
鳩
所
、
通
気
の

悪
い
場
所
に
は
暖
房
器
具
を
置
か

な
い
。

六
　
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
近
ぐ
で
は
ス

プ
レ
ー
煩
や
接
着
剤
な
ど
の
危
険

性
物
質
を
使
Ⅲ
し
な
い
。

七
　
給
油
タ
ン
ク
、
カ
ー
ト
リ

。。
ジ

タ
ン
ク
の
口
金
は
確
火
に
締
め
る
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
の
火
災
は
、
一
件

あ
た
り
の
損
害
額
が
と
て
も
人
き
い

こ
と
が
特
徴
で
す
。

万

。
。
火
災
か
発
生
し
た
時
に
は
、

【
火
事
だ
】
と
大
声
で
近
所
に
助
け

を
水
め
ま
し
ょ
、１
　
一
瞬
の
た
め
ら

い
か
火
災
を
大
き
く
し
て
し
ま

い
ま

す
。火

の
元
の
点
検
で
、
こ
の
冬
む
安

令
に
、
暖
か
く
過
ご
し
ま
し
Ｊ
・
ｌ

藤田スポーツ少年団

一日消防署員体験

「
全
国
秋
の
火
災
予
防
運
動
」
に
先
が
け
て
、
一
日
消
防

署
員
体
験
事
業
が
、
伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分
署
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

一
日
消
防
署
員
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
藤
田
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
員
の
斎
藤
裕
二
く
ん
ら
十
名
。
観
月
台
公
園
で
の
放
水

訓
練
や
広
報
活
動
な
ど
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
今
回
が
二
回
目
で
、
防
火
意
搬
の
向
上
と

消
防
署
の
活
動
内
容
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
実
施
さ
れ

た
も
の
で
す
。

放水体験 一水圧がすごい７‥



戦後50周年記念

国見町戦没者追悼式
五
七
〇
余
の
御
霊

や

す

ら

か

に

国
見
町
友
催
に
よ
る
国
見
町
追
悼

式
が
十
月
ニ
ト
六
日
に
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

こ
の
追
悼
式
は
、
太
平
洋
戦
争
の

戦
没
者
の
み
な
ら
ず
。
日
清
・
日
露

戦
争
と
日
中
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
方

々
を
も
追
悼
す
る
も
の

式
は
、
約
円
町
人
の
参
列
竚
令
口

か
黙
と
う
を
捧
げ
た
後
、
冨
永
町
ｋ

が
「
今
卜
の
緊
栄
が
、
尊
い
命
の
代

俄
の
上
に
築
か
れ
た
し
の
で
あ
る
こ

と
を
肝
に
銘
じ
．
恒
久
の
ｔ

和
を
守

り
ま
す

‘
と
式
辞

を

述

べ
ま
し

た
。

山

………
修
平
県
北

社
会

嘔

祉
事

務
所

長

、
占

川
久
屶

町
議
公

議

長
、
樋

口

乱

。’‐‐
川

恩
港
町

分
会

長
ら

が
追
似

の

こ
と

ば
を
述

べ
た

の
に
続

き
、

献
虍

を
行

い
、
斤
百

Ｌ
ｊ

余
哇

の
霊

を
悼

み
ま
し

た

粁

に
？

回

の
追
悼

式

は
、
太
平

洋

戦

争

の
終
砧
か

ら

阮
卜
年

と
も

爪
な

り
、
内

親
を
亡

く

さ
れ

た
遺
族

の
方

々

は
、
世
し

み
と

辿
笳

の
気

持
ち

を

新

た
に
し
ま

し

た

戦
没
者

慰
霊
祭
も

川

見
町
渣
攷

会

’引

地
孝
余

長

）

―
催

の
国
見

町
慰

霊
祭

が
、

追
悼
式

に
引

き
続
き

行
わ

れ
ま

し
た

。

引

地
会
長

か

。
代
場

に
陂

い
た
御

裳
に
報
い
る
た
め
に
ら
、
み
な
き
人
へ

の
收
笳
の
怙
か
’忘
れ
ず

。
安
寧
な
へ
。
Ｈ

を
人

切
に
過

ご
し
て

い
き

ま
す
ぃ

と

謡
り
か

け
ま

し
た

。

そ
の

後
、
慰

霊

の
祭
小

と
出

席
者

兮

ほ

に
よ

る
娩
香

か
行
わ

れ

。
人
を

閉

じ
ま

し
た

ま
た

来
春

国
見
町
町
営
牧
野
閉
牧

国
見
町
町
営
牧
野
組
合

（
商
橋
友

義
組
べ
い
長
）
が
管
理
連
営
す
る
町
営

牧
野
が
、
十
り
十
六
口
に
閉
牧
し
ま

し
た
。

閉
牧
式
は
、
関
係
者
約
三
丿
名
か

出
席
し
、
町
膏
牧
野
内
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

鳥
僑
組
合
長
が
。

こ
犹
派
に
育
・

た
ｔ

た
ち
を
み
な
さ
ん
の
も
と
に
お

返
し
し
ま
す
。
Ｔ
肉
倫
入
自
由
化
や

円
商
な
ど
で
和
牛
畜
産
を
取
り
巻
く

状
況
は
た
い
へ
ん
厳
し

い
も
の
か
あ

り
ま
す
。
生
産
牧
野
と
し
て
の
役
割

を
し
っ
か
り
果
た
し
て

い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
フ

ま
た
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
冨

永
町
長
は
、

『
お
い
し
い
牛
肉
を
い

か
に
安
く
供
給
す
る
か
か
問
題
で
す
。

今
日
か
ら
里
へ
帰
る
牛
た
ち
を
冬
期

間
手
入
れ
を
充
分
に
し
、
癲
眷
の
開

牧
式
で
ま
た
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
」

と
激
励
し
ま
し
た
・



平
成
八
年

国
見
町
成
人
式

平
成
八
年
国
阯
町
成
人
式
は
。
一
月
卜
五
日
に
観
月
台
文
化
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
ま
す

。

該
当
者
は
。
昭
和
五
十
年
四
月
一
。
日
か
ら
昭
和
五
ト

ー
陬
四
川
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
国
阯
町
在
住
の
方
で
す
が
、
町
外
在
住
の
方
で
出
哨

を
』希
望
す
る
方
は
。
教
育
委
‐
員
会
生
涯
学
習
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

式
典
は
、
午
前
ト

ー
時
か
ら
行
い
、
成
人
鉦
書
交
付
や
記
念
品
辨
呈

を
。
式
典
後
は
、
記
念
写
真
撮
彫
や
成
人
記
念

バ
ー
テ

ー
－

を
行
う
予

定
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
。
後
日
。
該
当
者
あ
て
に
送
付
す
る
案
内
状
を

ご
覧

く
だ
さ
い
。

平
成
七
年
十
一
川
一
日
現
在
の
町
在
住
該
当
荐
は
、
次
の
ａ

六
十
九

人
。

■

問

い
合
わ

せ
・
申

込
先

教
育
委
八
会
　
生
涯
学
習
課

魯
齠
９
″
、ｂ
７

″り

新　成　人　名　簿 (順 不同 ・敬 称略;

【
藤

田

地

区

】

鈴
木
か
お
り
　

人
竹
ま
ゆ
み

花
井
　
慎
也
　

岩
城

英
樹

本
間
　
尚
子
　

奥
山
　
律
そ

…石
城
　

学
　

商
原
加
奈
子

束
海
林
公
尚
　

本
田
　
則
之

曵
地
　
和
Ｔ
　

後
藤

修
一

小
林

亨
一
　
　

大
和
川
処
里

佐
々
木
啄
江
　

紺
野
　

香

秋
場

皃
彦
　

阿
部

女
伸

人
関

叺
ｒ
　

佐
竹
　
叫
子

角
田
　
範
文
　

松
田

博
人

菊
池
美
佳
子
　

寺
島

恵
美

後
藤

恭
子
　

後
藤
　
美
仕

緑
上
　

兄
　

滝
川
　
祐
子

宍
．冖
　
洋
美
　

遠
藤
　

崇

佐
々
木
智
子
　

中
野

洋
一

澤
川
　
彖
枝
　

瀬
．尸
　
正
Ｌへ

佐
藤
　

滋
　

佐
藤
　

隆

齊
藤
　

雅
歌
　

ｍ
む
田
絵
理
子

菊
地
　
紀
昭
　

宍
戸
　

亨

菊
地

憲
治
　
　

佐
藤
さ
お
り

人
塚

俊
か
　

高
橘
　
正
樹

占
内
　
叫
子
　

高
隔
ひ
と
み

八
咎

純
一
　
　

小
賀
坂
理
心

吩
浦
　

叭
　

松
浦
ま
ゆ
λ

佐
藤
　

雅
伯
　

松
浦
　
伸
幸

佐
藤
　

理
心
　

松
浦
山
笂
．卜

化
葎
　

宏
　

尾
形
　
夂
ｒ

矢
郎
皿
紀
ｆ
　

竹
野
恵
笂
’卜

竹
町
久
ｔ
ｆ
　

鰰
　

災
則

人
橋
　

沖
　
　

小
林
　
正
之

………
中

肓
皀
　
　

郛
　
　

屯

古
田
　
理
華
　

三
木
加
奈
子

高
橋

貴
志
　

平
野

哲
也

菅
野

良
子
　

赤
坂
　
朋
彦

【

小

坂

地

区

】

林
　
　

偵
　

近
藤

由
美

後
藤

千
鶴
　

齊
藤

慎
二

森
木
　
庄
司
　

若
林
加
津
子

橘
　

明
匙
　

渡
邊

和
弘

齋
藤
　
雅
之
　

後
藤
　

歩

女
藤
久
美
子
　

人
越

真
紀

古
溝
真
余
美
　

松
浦
千
絵
子

野
村

康
宏
　

野
村

武
志

鈴
木
由
戳
Ｔ`
　

朝
内
久
美
子

安
孫
子

功
　

林
　

裕
子

林
　

栄
子
　

佐
藤

智
子

阿
部

孝
子
　

安
齊
真
理
子

商
野
麻
利
子
　

商
橋

良
子

赤
坂
　
和
則
　

原
田
恵
災
子

熊
坂

真
澄
　

笹
木
　
弘
子

占
内
　

紀
ｆ

「
森

江

野
地

区

」

吼
　

輝
彦
　

佐
藤

貴
奉

佐
藤
　

拓
　

近
野

武
志

宍
戸
　
栄
了
　

佐
藤
　
和
博

佐
献
恵
理
ｆ
　

近
野

昭
子

廣
居
　

亮
　

古
川
　

司

ぶ
田
恵
笑
子
　

佐
藤
加
津
江

佐
藤
　
隆
志
　

寺
島
　

忍

八
咎
　
智
枝
　

斎
藤
　
職
樹

太
田

噸
子
　

略
江

沖
子

八
を

忠
明
　

斎
藤
　
直
人

佐
葎
し
の
ぶ
　

人
波

郁
美

佐
野

徳
芳
　

佐
野

知
7
.

村
上
　

忍
　

制
野

智
7
.

賀
藤
　

忍
　

佐
藤
　

仁

大
波

敦
史
　

徳
江
　

聡

村
上
　
香
織
　

菊
地

智
笑

菊
地

香
織
　

菊
地

智
徳

生
亀

純
ｆ
　

佐
久
間
香
里

小
島

利
行

【
大
木

戸
地

区

】

食
藤
口
妙
栄
　

商
橋

美
幸

斎
藤
千
賀
子
　

吉
田
太
久
江

遠
藤
　
檎
子
　

渋
谷

敏
志

遼
藤
　
裕
二
　
　
佐
藤

幸
裕

佐
藤
　
義
行
　

八
島
叉
智
子

後
藤
真
奈
美
　

志
村
三
奈
子

長
谷
川
裕
寿
　

阿
部
　
一
枝

松
浦
　
裕
龠
　

竹
田

奈
歩

齋
藤

智
子
　

菊
池

伸
江

【
大

枝

地

区

】

小
林
百
合
子
　

長
澤
　

愛

小
林
　

勉
　

小
林

菊
災

鈴
木
　
涼
子
　

後
藤
　

忍

小
林
　
峰
子
　

遠
藤

間
弓

後
藤
留
美
子
　

鈴
木
　

学

鈴
木

弘
災
　

佐
藤

真
弓

木
村

兄
子
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ア
ン

ケ

ー
ト

ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

国
見
町
に
居
住
す
る
万
の
中
か
ら
。

無
作
為
抽
出
法
に
よ
り
選
ん
だ
約
千

一
。町
名
の
方
々
を
対
象
に
実
施
し
た

「
国
見
町
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
」
は
、
み
な

き
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
回
収
率
が

九
’乱

％
に
達
し
ま
し
た
う

現
在
、
そ
の
集
計
と
解
析
を
進
め

て

い
ま
す
。
こ
の
調
査
で
得
ら
れ
た

λ
な
さ
ん
の
心
重
な
意
見
を
、
将
来

の
ま
ち
づ
く
り
に
Ｉ
分
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
調
査
結
緊
か
ま
と
ま
り
し

だ
い
、
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
都
市
整
備
課
　
鴣
巾
整
備
係
）

2
1世
紀
の

国
見
町
絵
画
展

町
内

の
小

中
学
生

か
ら

。
一
。ト

ー

世
紀

の
国
見

町
を
イ

メ

ー
ン

ー
元

絵

画
と
作

文

が
多
数
寄

せ

ら
れ
ま
し

た

。

こ

の
う
ち

、
絵
画

に
つ

い
て

は
。

十
一
月

。一
卜
元
凵
か

ら
観
月

台

文
化

セ
ン

タ
ー
。多

目
的
ス

ペ

ー
ース
に

展
小

す
る
ｆ

定
で

す

。
萼

と

希
望

が
い
・

ぱ

い
の
作
品

を
ぜ
ひ

ご
覧

く
だ

さ

い

ま

た
、
こ

れ
ら

の
作
品

は

。
豊

か

で
倥
み

よ

い
町
づ
ぐ

り

に
活
川

さ
せ

て

い
た
だ
き

ま
す

。

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し

た

。

果結査検質水道水上

ていつに示掲

水
道
の
水
質
検
責
は
、
水
逝
法
令

等
に
基
づ
い
て
。
紅
月
の
定
期
検
査
、

年
一
回
の
全
項
目
検
査
を
行
う
こ
と

に
な
こ
气
い
ま
す
．

川
見
町
の
水
道
水
の
令
項
日
検
査

を
、
九
月
一
．
十
瓦
日
に
福
島
保
健
所

で
尖
施
し
た
と
こ
ろ
、
水
質
从
凖
に

適（
口
し
て

い
る
と
の
結
梁
を
得
ま
し

た
．詳

し

い
結
火
に
つ
い
て
は
．
国
見

町
掲
示
場
に
掲
小
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
・

な
お
、
国
廸
町
の
水
道
糾
金
は
、

．
≒
ｍ
あ
た
り
不
四
百
八
十
五
円

（
消
費
脱
抜
き
）
で
、
九
十
巾
町
村

中
．
高
い
方
か
ら
四
十
八
番
Ｈ
、
伊

達
儿
町
に
お
い
て
は
、
四
番
目
に
安

い
額
と
な
ｆ
て

い
ま
す
．

女
公
で
、
安
い
、
良
質
の
水
の
供

給
に
．
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
噸
い
い
た
し
ま
す
．

－

掲
示
場

・
役
場

前

・
小
坂
小

学
校

前

・
森
汪

野
小
学

皎
萌

・
大
木

戸
小

中
校
前

・
・国
見
東

部
商

齢
者

等
活

性
化

セ
ン

タ

ー
加

－

問
い
合
わ
せ

水
道
課

Ｓ
お
2
1
1
1
　

内

線

り
″
り
｀
り
Ｉ

国
立

宮
古
海
員
学
校

生

徒

募

集

－

募
集
概
要

就
業
年
隈
三
年
の
船
員
教
介
機
関

－

募
集
人
員

本
科
約
四
〇
名

■
受
験
資
格

中

学
校

卒

築
者

（
平

成

八
年

．．．川

卒
業

阯
込
を

含

む
）

－

剱
集
日
程

・
一
般
人
学

一
月
十
口

か
ら

二
り
九
日
ま
で

受
付
間
間

こ

川

卜

八
Ｈ

試

験

Ｈ

・
推
薦
人
学

．
月
卜
囗
か
ら

一
．十
二
口
ま
で

受
付
問
問

‐‐ １

川
冂
一

．
十

瓦

日

試

験

日

■

滾
記
試
験
科
目

国
語
・
数
学
・
英
語

■
問
い
合
わ
せ

倒
立
宮
占
海
員
学
校

教
務
課

魯
０
1
9
3
ｅ
5
3
1
6



休

猟

区

設

定

等

の

お

知

ら

せ

地
城
開
兇
な
ど
に
よ
る
都
市
化
の

進
展
に
伴
う
可
猟
地
城
の
減
少
や
狩

猟
鳥
獣
の
減
少
傾
向
な
ど
を
考
慮
し
、

次
の
区
城
に
つ
い
て
、
平
成
七
年
十

一
月
一
日
か
ら
平
成
九
年
卜
月
三
十

一
日
ま
で
の
二
年
間
、
休
猟
Ｋ
と
な

り
ま
す
。

こ
の
期
間
中
、
狩
猟
鳥
獣
の
繁
殖

を
図
る
た
め
、
キ
ジ
、
ヤ
マ
ド
り
の

放
鳥
を
火
施
し
ま
す
。

休
猟
区
の
股
定
而
積
は
一
一
五
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
。

■

問

い
（
口
わ
せ

鵬
林
誄

農
林
振
興
係

武
叙
２
－

１
１
　
内
線
２
７
３

区　　城　　墳

ｊ 网1）自石倒児線

②べ!） 福鳥県・宮城県岐界

,4)～匐 原町楾

匐气蠱）阿津貿心線

ぶ謔 火北心幼･l(道

国 見 休 猟 区

入
学
金
や
授
業
料
な
ど
資
金
を
融
資

国
の
教
育
ロ
ー
ン

教
育
ロ
ー
ン
に
は
、
国
民
金
融
公

庫
が
取
り
扱
う
『
教
育
資
金
一
般
貸

付
‘
『
教
育
碵
立
郵
使
貯
金
預
金
者

貸
付
』
「
年
金
教
育
資
金
貸
付
」
と

雇
川
促
辿
事
業
団
か
取
り
扱
う
「
財

形
教
育
融
資
」
か
あ
り
ま
す
。

教
育
資
金
一
般
貸
付

■
利
川
で
き
る
方

次
の
教
育
施
設
に
人
学
・
在
学
す

る
方
の
保
護
者
で
年
収
か
千
二
″に
十

万
円
（
事
業
所
糾
荐
は
九
百
九
１１
万

円
）
以
内
の
方
．

高
等
学
校
、
商
等
専
門
学
皎
、
短

閘
大
学
、
人
学
、
大
学
院
、
専
修

学
校
、
各
怕
学
校
、
認
可
を
受
け

た
予
偏
皎
、
盲
乍
校
・
ろ
う
学
校
・

養
護
学
校
の
芥
高
等
部
、
外
川
の

商
等
学
校
・
商
等
心
門
学
岐
・
短

刈
大
学
・
人
学
・
人
学
院
（
六
か

月
以
ｈ
の
邪
７
:に
限
る
）
、
そ
の

他
職
業
能
力
開
発
校
な
ど
の
教
育

施
設

修
乍
年
限
か
六
か
月
以
ｈ
の
教
育

施
設
に
限
り
ま
す

。

編
人
学
の
場
（
日
も
利
川
可
能
。

槻
族
ま
た
は
本
人
で
も
利
川
で
き

る
場
合
か
あ
り
ま
す
。

■
資
金
の
使
い
み
ら

・
人
学
金
、
授
蒭
糾
、
そ
の
他
人
学

時
に
必
要
な
賢
川

学
校
納
付
金
、
什
居
費
川
、
通
学

費
用
、
国
民
乍
金
保
険
料

一

融
資
金
額

学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き
百
五
十

万
円
以
内

■
返
済
期
閥

八
年
以
内
（
交
通
辿
児
家
庭
ま
た

は
母
子
家
庭
に
つ
い
て
は
一
年
の

延
長
可
能
）

－

返
済
方
泌

毎
月
元
利
均
等
返
済
（

ボ
ー
ナ
ス

月
噌
額
返
済
や
返
済
額
の
増
額
も

可
能
）

■
利
率

年
三
・
二
五
％

（
十
一
月
現
在
）

■
申
込
窓
口

銀
行
、
柚
川
命
庫
、
労
働
金
庫
、

農
協
な
ど

教
育
積
立
郵
便
貯
金
預
金
者
貸
付

－

利
川
で
き
る
方

教
育
積
立
郵
便
貯
金
の
讃
金
者
で

破
立
か
完
ｒ

し
。
郵
政
人
臣
の
あ
っ

せ
ん
を
受
け
た
方
。

－

融
資
金
額

学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き
百
五
十

万
円
以
内
。
（
た
だ
し
、
教
育
積

立
郵
便
貯
金
額
の
範
川
内
）

＊
資
金
の
使
い
み
ち
、
返
済
期
間
．

返
済
方
法
、
利
率
は
教
育
一
般
貸

付
と
同
じ
。

■

申
込
窓
口

簡
易
郵
便
局
を
除
く
全
国
の
郵
便

局
年
金
教
育
資
金
貸
付

■
利
用
で
き
る
方

厚
生
年
金
保
険
ま
た
は
国
民
年
金

加
入
期
間
か
十
年
以
上
の
方
で
、

午
企
福
祉
事
業
団
の
あ

う
せ
ん
を

受
け
た
方
（
所
得
制
限
は
教
育
一

般
貸
付
と
同
じ
）

■
・融
資
金

額

￥
生
年
金
保
険
加
入
者
は
、
幸
生
・

生
徒
一
人
に
つ
き
百
万
円
以
内
、

国
民
年
金
加
入
者
は
、
学
生
一
人

に
つ
き
五
十
万
円
以
内
。

資
金
の
使
い
み
ち
、
返
済
期
間
。

返
済
方
法
、
利
率
は
敦
育
一
般
貨

付
と
同
じ
。

■
申
込
窓
口

県
年
金
福
祉
協
会
昔
ａ
2
6
1
2

財
形
教
育
融
資
制
度

財
形
貯
蓄
や
財
形
年
金
貯
蕃
、
財

形
住
宅
貯
蓄
を
し
て
い
る
勤
労
者
本

人
ま
た
は
親
族
か
進
学
・
修
学
に
必

要
な
資
金
を
融
資
。
融
資
額
は
貯
蓄

残
高
の
五
倍
以
内
で
、
四
百
五
十
万

円
ま
で
。
利
串
は
年
四
・
五
九
％
、
返

済
は
八
年
以
内
。
申
し
込
み
は
最
寄

り
の
金
融
隴
関
で
、
年
間
を
汕
し
て

受
け
付
け
て
い
ま
す
。



Ｎ
Ｈ
Ｋ

ビ
デ
オ

「
ふ
く
し
ま
国
体
」

予

約

受

付

中

第
五
十
回
国
民
体
育
大
会
福
鳥
県

実
行
委
員
会
が
監
修
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福

鳥
放
送
局
が
取
材
・
中
継
し
た
映
像

を
編
集
し

た
ビ
デ
オ
で
す
。

■
内
容

集

団

演

技
編
　
Ｖ
Ｈ
Ｓ
　
９
分

（

イ
ラ
イ
ト
褊
　
Ｖ
Ｈ
Ｓ
　
９０
分

－

価
格

各
卷
　
六
千
円
（
消
費
脱
込
み
）

送
料
　
五
百
円

こ

本
の
場
合
）

■
申
込
方
法

郵
便
、
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■

申
込
先

〒
九
八
〇

仙
台
淅
青
葉
区
錦
町

―
の
ｎ

の
Ｉ

Ｎ
Ｈ
Ｋ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
仙
台

支
局

－－
０
２
２
（
２
６
１
）
７
３
７
３

Ｆ
Ａ
χ
　

０
２
２
（
２
２
７
）
9
8
5
1

目
立
つ
服
装
で

事
故
防
止

平
成
六
年
中
に
発
生
し
た
夜
間
の

交
通
死
亡
事
故
は
、
五
千
六
百
ハ

ト

ー
件
で
、
す
べ
て
の
交
通
死
亡
事
故

の
約
六
割
を
占
め
て
い
ま
す
．
そ
し

て
、
交
通
事
故
千
件
当
た
り
の
死
亡

事
故
率
は
、
昼
間
か
八
・
八
件
な
の

に
対
し
．
夜
間
は
二
五
・
七
件
と
、

星
間
の
約

ご
．倍
で
す
．

交
通
事
故
か
踊
加
し
始
め
た
昭
和

五
十
四
年
と
比
較
す
る
と
．
夜
間
の

交
廼
死
亡
事
故
は
、
約
一
・
五
倍
に

増
え
て

い
ま
す
．

午
後
六
時
か
ら
十
時
に
多
い

歩
行
者
の
事
故

夜
間
の
交
通
死
亡
事
故
の
圭
な
内

訳
は
次
の
と
お
り
。

・
自

動

車
運

転
中
　

四
五

・
七
％

・

歩
行
中
　
　
　
　

．．．
二
・

瓦
％

・

自
動
一
↓
輪
東

車
中
　

八
・

七
％

・

自
転
駆

乗

爪
中
　
　

匕

・

．
】％

自
動

車
運

転
中
の

死
亡

者
は

、
十

六

歳
か

ら
二

十
四
歳

が

円
〇

・

九
〇Ｊ
、

歩

行
中

の
死

亡
者
は

、
六

十
瓦
歳

以

上

の

お
年
寄

り
が
四

六

・
三
％

を
占

め
て

い
ま
す

。
ま

た
、
自

動
車

運
転

中

の
死

亡
事

故
は

、
午

後
卜
時

か
ら

午

前

二
時

か
最
も

多
く

。
歩

行
中
の

死
亡

事
故

は
、
午

後
六
時

か

ら
卜
時

に
多

く
発

生
し
て

い
ま

す

。

国見町ふるさとコンサート
～国見町出身者 によるプロムナ ード・コンサート ～

ショパ ン　　　 ¨スケ ルツ４̈

ドビ ュッシー　 ¨６つの占 代のエピ グラフ

根 本七恵＆ 和田恵子ピ アノ・ デュ オ

プッチーニ

モー ツ ァ ルト

歌劇 フジャンニ・ スキッキ」より

“ わたしのお父 さん̈

歌劇「魔笛」より

¨我 が胸は怒り に燃 えたぢ ほ か

高橋　 いずみ

ダマーズ　　 “演奏会用ソナタ

フォーレ　　　 コ̈ ンクール用小品”

穂 苅　由美 子

ラヴェル　　 「夜のガスパール」より ‘’オンディーヌ”

ショパン　　　ポロネーズ “英雄” ほか
高 橋　桂 予

北原白秋 ／山田耕筰　　¨この道”

石川啄木／越谷遠之助　 ゛`初恋”
擒爪　文／青　英権　 組曲「ひろしま」より　“おとうど ほか

斎藤　 ミヱ子

■問い合わせ　国兄町教育委員会　生涯学習課　文化振興係　ｰ  2 6 7 6

12/9(土)

観月台文化センター

午後６時 開 演

入 場 無 料



PUBLIC

HALL
NEWS

公
民
館
だ
よ
リ

国

見

町
公

民

館

国
見
町
大
牢
藤
田
字
観
月
龠
1
5

a
　

卿
2
6
7
6

F
A
χ

哨
2
7
0
7

文

化

の

か

お
り

高
く

秋
　

の
　

祭
　

典

第
ニ
ト

四
回
国

見

町
文
化

祭
は

、

町

文
化
団

体
連
絡

協
議

会

が
主
催
．

町

と
町
教

育
委
員

会

の
後
援

で
、

卜

一
月
一
．一
日
か
ら

卜
二
日

ま
で

観
月

台

文

化
セ

ン
タ

ー
と
同
体

育
館

で
開

催

さ

れ
ま

し
た
．

三
日

か
ら
五

日
ま
で

開

か
れ

た
総

（
口
展
示

会
で

は
、
習

字

や
刻
字

、
和

紙
人

形
、
絵

両

。
水
唱
画

、
菊

花
、

陶
芸

、
小

中
乍
生

の

書
画

な

ど
の
数

々
を

展
示

。
そ

の
見

事
な

出
火

栄
え

に

、
会
場

を
訪

れ

た
多

く

の
人

た
ち

か
足

を

止
め
て

見
人

’。
て

い
ま

し

た
。

五

日
に

は
ダ
ン

ス

バ
・‐・
テ

‘
：

が

開

か
れ
ワ

ル

ツ
や

タ

ン
ゴ
な

ど
の

り

ズ
ム
に

の
り
、
愛

好

者

の
皆
さ

ん
は

軽

快
な

ス
テ

。
ブ
を

披
露

し
て

い
ま

し

たま

た
、
Ｉ

．
。川

に
は
芸

能

・
行
楽

発
表
会

か
閥

か
れ

、
コ
Ｌ

フ
ス
、
舞

踊
、
民

謡
、

さ
・
ｈ
に
内

谷
太

々
冲
楽

な
ど

が
披
露
χ
‐・
れ

、
訪

れ

た
人

勢

の

梼
さ
ん

か
盛
人

な

拍
Ｆ

を
限
７

て

い

ま
し

た

、

子
ど
も
の
お
や
つ
は

手
づ
く
り
で
!
!

孑
育
て
教
室
の
「
お
や
つ
４
一
作
る

・
２
」
は
、
去
る
卜
月

．一
十
じ
川
に

観
月
台
之
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
．
お
よ
そ
．
．
卜
人
の
お
け
さ
ん

逹
か
腕
に
ヨ
り
を
か
け
、
人
敵
闘
い

た
し
ま
し
た

溝
師
は
的
川
と
同
じ
、
福
鳥
小
叭

沺
学
皎
給
食
セ
ン
タ
ー
の
栄
養
七
で

あ
る
杉
崎

．
げ
光

生
に
お
噸
い
し
ま

し

た
、

兮

回
″
り
幼

児
期

の
成

長

に
役
立

つ

お

や
っ
を

と

い
う

こ

と
で
、

食

パ
ン

を

素
材

に
し
た
フ

レ
ン
チ
ト

ー
ス

ト

と
じ

ゃ
が

い
も

を
素

材
に

し
た

ポ
テ

ト

フ
ラ
イ

、
そ

れ

に
卵
と
牛

乳
か
４
こ
ヽ

。
ク
ス

し
た
飲

み
物

エ

。
グ
ノ

。
グ

の

。。。品

を
作

り
ま
し

た

。
ど
れ

も
こ

れ
も
作

り
万

か
簡
単

で

、
し
か

も

パ

ラ
ン
ス

の
と

れ
た

栄
養

と
あ

っ
て
、

ど
の

お
ほ
さ

ん
む

、
こ

れ
な

ら
家
で

も
Ｆ
軽

に
作

れ
る

と
大

喜
び
で

し

た
『
。

で

き
上

が
・。
た
お
や

っ
を

、
１

ど

も
や

侭
育

ボ
ラ

冫
テ

ｆ
ア
の

方
た
ち

冫
二

締

に
和

や

か
に
談

笑
し

な
が

ら

試
食

し
ま

し
た
　

少
し

砂
糖

を
入

れ

過

ぎ
た

と
か
塩
味

か

少
々
足

り
な

い

な

ど
感
想

を
述

べ
な

が
ら
楽

し

い
ひ

と
時

を
過

ご
し

ま
し

た
。

受

講
生

の

Ｉ
Ｌへ
は

一
み

ん
な

と
試
食

を
す

る
こ

と
は

、

子
供
達

に

と
っ
て

こ
れ

か
ら
の

マ

ナ

ー
を

学

ぶ

い
い
機
会
で

す
．Ｊ

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

親
子
で料

理

に

挑

戦

町
民
教
室
「
観
子
で
ク

ヴ
キ
ン
グ
」

は
十
月
二
十
九
日
か
ら
十
一
。川
十
日

ま
で
の
三
同
に
わ
た
り
。
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
て

い
ま
す
。

小
学
生
と
親
か

。
緒
に
調
理
す
る

教
室
で
十
一
組
二
十
四
名
か
参
加
し

て

い
ま
す
。
不
節
の
食
材
で
手
軽
に

で
き
る
料
理
か
テ
ー
マ
で
、
福
鳥
巾

東
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
腎
理
栄
養

上
の
杉
崎
一
江
先
生
を
講
師
に
、
第

一
同
目
の
〆
一
匸

：

は
（

ン
バ
ー
グ
、

第
二
回
目
は
コ
ロ

。
ケ
、
第
三
回
目

は
エ
ク
レ
ア
作
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

一
同
目
の
（

ン
バ
ー
グ
作
り
で
は
、

１

ど
も
た
ち
は
お
ほ
さ
λ
の
手
助
け

を
受
け
、
時
間

い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
り
、

苦
心
作
か
出
来
上

が
り
ま
し
た
。
全

員
で
会
食
し
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は

満
足
そ
う
で
し
た
。



熱
走
!
!

藤
田
チ
ー
ム
が
制
す

公
民
館
主
催
の
第
十
九
回
町
内
一

周
駅
伝
竝
走
大
会
は
十
一
月
五
日
、

役
場
前
を
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
に
町

内
を
巡
る
十
区
間
、
二
十
三
・
五
・
・

の
コ
ー
ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
大
会

に
は
一
般
の
部
ト
チ
ー
ム
、

中
学
生
の
部
六
チ
ー
ム
の
訐
卜
六
チ

ー
ム
が
参
加
し
、
闘
会
式
の
後
、
神

津
武
志
町
体
育
協
会
々
艮
の
号
砲
を

今
図
に
第
一
区
の
ラ
ン
ナ
ー
が
元
気

よ
く
ス
タ
ー
ト
。
選
手
の
皆
さ
ん
は

沿
道
の
盛
ん
な
声
援
に
も
励
ま
さ
れ
、

見
事
な
タ
ス
キ
リ
レ
ー
を
披
露
し
、

健
脚
を
鮭

い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【

一

般

】

（

敬

称

略

）

◇
総

合

優

勝

藤
田

１
時
間
1
7分
2
1秒

準
優
勝

大
木
戸
Ａ

１
時
間
諄
分
0
4秒

第
三
位
　
小
坂

１
時
間
2
5分
2
3眇

◇
区
間
賞

第
一

区

佐
久
間
光
雄
（
徳
江
南
部
）

第
２

ぼ一

佐
藤
芙
笑
了
（
小
　

坂

）

第
３
Ｋ

佐
藤

和
彰
（
大
木

．尸
Λ

）

第
４
区

斎
藤
　

崇
（
蘓
　

田

）

第
５
Ｋ

斎
藤

健
皀
（
人
木
戸
Ａ
）

第
６
Ｋ

阿
部
　

康
人
（
藤
　

田
）

第
７
Ｋ

中
野

義
夫｛
藤
　

Ⅲ
｝

第
８
区
　

八
巻

忠
義｛
人

木
戸
Ａ
｝

第
９
Ｋ

高
喋

豊
光｛
藤
　

田
｝

第
1
0
K

志
村

消
司
（
人
木
戸
Ａ
）

【

中

学

生

】

◇
総

合

優

勝

ｉ

川
む

１
時
間
2
4分
0
7砂

凖
優
勝
　
ふ
」坂

む

１
時
間
が一
分
5
0秒

荊
三
位

大
木
戸
ｕ
Ａ

一
時
間
2
8分
2
9眇

◇
区
間
賞

第
１
Ｋ

佐
藤

智
裕
（
森
江

野
セ

第
２
区

渡
辺
佳
奈
子
示

坂

む

第
３
Ｋ
　

附
口
　

や

Ｉ（
蘓

Ⅲ

・
じ

第
４
区

古
川

寛
之
１

川

社

第
５
Ｋ

人
竹
　

洋
平
ｉ

田

む

第
６
Ｋ

古
Ⅲ
　

薫
ｉ

Ⅲ

む

第
７
Ｋ

村
上

芳
溥
（
藤

Ⅲ

セ

第
８
Ｋ

渋
谷

朗
洋（
人
木
戸
お
Ａ
）

第
９
Ｋ

鍛
治
内
大
輔
ｉ

ｍ

セ

第
１０
Ｋ

女
出

圭
介
（
藤

旧

セ

町
民
陶
芸
教
室

好
評
だ
っ
た

趣

味

の

講

座

町
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
よ
り
今

年
度
よ
り
開
設
し
た
陶
芸
教
室
は
、

大
蛮
好
評
の
中
に
終
了
し
ま
し
た
．

講
座
は
、
木
曜
日
と
土
曜
日
の
コ

Ｉ
ス
か
あ
り
、
そ
れ
そ
れ
五
回
ず
つ

の
火
技
講
座
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
東
和
町
の
陶
芸
家
佐

久
間
一
先
生
を
お
願
い
し
、
懇
切
な

ご
桁
導
も
あ
り
、
受
講
生
の
皆
さ
ん

は
新
た
な
趣
味
の
発
見
と
技
術
の
研

鑚
に
熱
心
に
あ
た
り
ま
し
た
。

講
座
内
容
と
し
て
は
、
手
ひ
ね
り

タ
タ
ラ
作
り
。
電
動
ロ
ク
ロ
体
験
な

ど
か
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
思

い
思

い
の

作
品
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

卜
一
月
の
町
の
文
化
祭
に
は
、
生

ま
れ
て
初
め
て
の
陶
芸
作
品
を
出
品

し
、
町
民
の
多
く
の
方
々
か
ら
も
好

評
を
拍
し
ま
し
た
。

講
座
最
終
日
に
お
願
い
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト

に
は
、
来
年
と
言
わ
ず
継
続

し
た
溝
座
の
開
設
か
要
望
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
自
主
的
な
陶
芸
ク

ラ
ブ
の
創
生
を
期
待
す
る
声
も
聞
か

れ
、
有
終
の
美
を
飾
り
陶
芸
教
室
は

閉
講

い
た
し
ま
し
た
。

新
着
図
書
案
内

～
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

図
書
室
～

み
な
さ
ん
の
ご
利
川
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

【
一
般
図

書
】

杏
　
　

名
　
　

著

者

名

本
を
読
む
日
曜
日
　

俵
　

万
智

生
と
死
を
考
え
る
　
　

五
木

寛
之

イ
ラ
ス
ト
手
話
辞
典
　
丸
山

浩
路

犠
牲
　
　
　
　
　
　

柳
田

邦
刄

エ
ポ
ラ
シ

ー
ツ
ク
　
　

玉
川

重
徳

金
子
み
す
．ゝ
全
奥
　

金
子
み
す

．ヽ

宋
姉
妹
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・取
材
班

Ｐ
Ｌ
法
新
時
代
　
　

林
田
　

学

丙
行
花
伝
　
　
　
　

辻
　

邦
生

日
本
映
面
史
Ｉ
Ｈ
Ⅲ
　

佐
藤

忠
男

【
児
童
図
一

】

耆
　
　

名

野
の
藤
花
図
鑑
（

全
５
）

海
中

記

落
し

た
の
は

だ
れ
？

覡

ぴ
た

か
っ

た
人

た
ち

あ
か
ち
ゃ
ん
は
ど
こ
か
ら

妖
怪

の
森

パ
イ
ル

ド
ラ
イ

バ
ー

呻

々
の
島

マ

ム
ダ

ぽ
く

に
は
故
郷
と

い
う

も
の
か
な

い

虫
は

ど
の
よ
う
に
冬
を

越
す
の
か

発
　
行

所

偕
　

成

杜

福
音
郎
耆
店

ポ

プ

ラ

社

こ

ぐ

ま

社

浬

羅

書

房

福
音
館
書
店

ポ

プ
ラ

社

債

成

社



わ

だ

い

元

気い
っ
ぱ

い

保
育

所

運
動

会

十
月

十
三

卩
、
町

立
藤

田
保
育

所

で

運
動
会

か
聞

か
れ

ま
し

た
。

「
紅
・
目
飛
入

れ
」

『
お
や

つ
は
な

あ

に
』
な

ど
十
三

の
楽

し

い
種

目

に
、

七
十

名
の
園

児

た
ち
は

大
き
な

歓
声

を
あ

げ
て

い
ま
し

た

。

国
体
と

身
ス
ポ
で

が
ん
ば
っ
た
！

ふ
く
し
ま
国
体
秋
季
人
会
・
山
岳

競
技
（
少
叫
女
子
）
に
佐
藤
恵
さ
ん
、

同
（
成
年
男
7’
）
に
斎
藤
建
也
さ
ん
、

バ
又
ケ

″
ト
ボ
ー
ル
競
技
（
少
年
川
″

子
）
に
は
古
川
智
之
く
ん
が
出
場
。

佐
藤
さ
ん
と
斎
藤
さ
ん
は
優
勝
。
占

川
く
ん
か
所
属
す
る
チ
ー
ム
は
二
位

入
賞
。
ま
た
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
競
技
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
に

出
場
し
た
国
見
チ
ー
ム
も
二
位
。

そ
し
て
、
身
体
陳
害
青
ス
ポ
ー
ツ

大
会
・
車
イ
ス
バ
ス
ケ

。
卜
競
技
に

は
、
松
浦
辰
雄
さ
ん
か
主
将
と
し
て

出
場
し
ま
し
た
。

交　通　安　全 パ
レ
ー

ド

秋
の
令
‥国
交
涌
安
全
運
助
の
一
環

と
し
て
、
小
学
生
に
よ
る
交
通
安
全

パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

藤
田
小
学
校
の
鼓
笛
隊
は
観
川
台

文
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
藤
川
小
学
校
ま

で
。
大
技
小
学
校
の
鼓
笛
隊
は
、
人

枝
小
学
校
か
ら
国
見
東
部
商
齢
者
等

活
性
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
。
沿
道
の
人

た
ち
に
。
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か

け
ま
し
た
、

道路清掃
ボランティア

国 見町土木建設業協会（渡辺 一会畏）の

みなさ人が広域農道の清掃を行いました

昨年に引き繊いての奉仕作業です。

ありがとうございました。

誕生おめでとう

i･ のｇ　ほ凋名　 町内食
a　l･4ま さこは』Ⅲ　 勲lll　 田
萱 実は なみ}遠藤 仲一 第　 一
萌 汞{やすひろ}八鳥　 宏||』崎.l
瘴 平に うへい}八鳥　 宏 山崎北
掃蕩餃Ｍ･なえ目一葉 政鵬 寫･1裏
未 剔あ か明石報  歙 山崎沢田

結婚おめでとう

氏　　 名　　　　 町内食
阿 糾 ｇ 昭　　　 人木戸
濆 野 ミ奈子　　　 福鳥 小

赤序姻| 祉 明　　　 駅　 前
菊 川 裕f･　　　 仙台 市
大 河 興 撞　　　 福鳥 市
宍 戸 洋 天　　　 町　 柬
佐々 木 春 鱸　　　 人　 坂

渡 辺 山 芙　　　 新潟 県
瞳 藤 利 郎　　　 北　 部
幸　　叔 潁　　　 中　 国
寺 鳥 健 治　　　 本　11
幸 川 知恵子　　　 内 谷載

おくやみ申 しあげ ます

氏　　 名　　 年齢　　町内食
後 藤 慱 ＆　　73　　.a　 収
古 Ⅲ キ　ミ　　86　　滝　 山
小 林 正 夫　　82　　 喩　 町
曳 地　　--　87　　 本　 町
大 囎 キ　Ξj　　67　　駅　 萌
斉 蓚 マ ツ　　78　　 並　 槫

心配ごと相談
困ったことや相談したいことかあるときは

お気軽にどうぞ． 秘密は守ります．

場所：役場（２購）相峡室

g東飼.入口からお入りください1

時問：午前９畤から12畤まで

11月15卩 團 吉訓　 捻・村上ミチ子

い 月 24 日 古田　:ｼ夫・後● アヤ

＊12 月5 11は，休ませていただきます．

人 口 と世 帯

11月１日現在（ 前月比 ）10 月中の動き

人　口
一列5  *714 人 【4- 1 】

一女6  は 人 （ 一 川

一計ｰ  I.  5 人 （　 ０）

転入22 人
転出22 人
出生　６人

死亡　６人
世帯数3  ﾕ 幻戸（+2 ）

編集

雑記
むのの哀れか、そぞろ母に

沁みる今口この頃ではある．

編集・発行　国見町総務課
尋％Sトー17
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